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女愛知大展示・講演会 17日前 1 1 ～後5、岐阜市橋本町のじゅうろくプラザ（市文化産業
36涜センター）。愛知県豊橋市の愛知大東E同文書院大学記念センター主催。 1901 年に中国・
上海に設立され愛大の前身となった東E「司文書院大の歴史や草命家孫文との関わりなどを
藤田佳久・愛大名誉教授5が講演。関連資料の展示もある。
予約不要、入場無料。（問）同センター＝電0532(47)4139
Copyright (C) The Chunichi Shimbun, Al Rights Reserved. 
足罰柔斤主耗且8e
愛知大の歴史講演会で解説
げ
目、岐
阜市
21 E霊蕗彊 20 1 4年 （平成26年 ） 5月 1 4 日 水曜日
一外で開催
。岐車県出身
一の卒業生は約
100
人
一いるという
。
一同日は午前日時から
愛知大学東亜同文書
一午後
5時まで両大学に
院大学記念センター一関する資料を展示
。講
（愛知県豊橋市
）は口
一演は、 前日時から同
目、展示・講演会
「愛一センターの武井義和研
知大学と東軍同文書院
一究員が
「愛知大学ヒス
大学」を岐阜市橋本町一トリ！と文他財
」、午
のじゅうろくプラザで一後
1時から三好章セン
開く
。一
タ
1長が
「愛知大学か
東亜同文書院
（後に一ら見る東亜同文書院
」
、
大学）は
1901
年に
一同
2時から愛知大の藤
中国の上海で設立さ一回佳久名誉教授が
「東
れ、戦前に海外 け
一亜同文書院大学記念セ
られた日本の高等教育
一ンタ！コレクション
」
機関としては最も古い
一と題して話す
。藤田名
産史を持つ
。敗戦によ
一誉教授は「両大学の歴
り閉校したが、学長と一史を知り、日中関係に教員らが結集して愛知
一ついて考えてもらいた
大を創設したことから
一い」と来場を呼び掛け
聞大の前身といわれ
一る
。
る。一
入場無糾
。問い合わ
展示
・講演会は東亜一せは同センター、電話
同文書院大関係者ゆか
一0532
（47
）
41
りの都市を中心に園内
一39
。
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5月 24日 （土）説言語説話） 東日新聞
山田良政
・純三郎
兄弟は明治初期に津軽の弘前に生まれ、兄は
1900
年、南
京に開－翠
Cれた南京
同文書院の教員、弟はその学校の後身として
1
901
年、上
海に開設された東亜同文書院の事務員兼教員となり、辛亥革命を成功させた孫文の協力者として活動した。兄の良政は
190
0年、中国
・広東省で
国愛知大学東
亜同
文
書院ブ
ックレッ
ト⑦
孫文を支
えた
日本
人山田
良政・純
三郎
兄弟［増補改訂版］
武井義和著
⑨ 
孫文が起
こした「恵
州起義」に参加し、清軍に捕まり殺害され、孫文の革命を支援した白本人の中で最初の犠牲者となったが、孫文はその功を終生忘れず、東京谷中の全生庵に建てられた墓碑に「其れ人道の犠牲、興亜の先覚なり。身は彊滅するといえども、其の志は朽ちず」と刻んだ。弟の純三郎は
19
07
年、満鉄に入社、
孫文に付き従い、第二革命に敗北して日本に亡命した孫文を支援、蓑世凱の帝政に反対した第三革命の最中である
1
9
1
6年
5月
8目、上海
のフランス租界にあった
自宅（満鉄の社
宅）を襲われ
、居合
わせ
た革命家
・陣其
美は暗殺され、
長女
・民子は脳に重い障害を受けた。純三郎は
1924
年日月
、孫文
が最後
に来
日し、神戸で
「大アジ
ア主義
」の
演説をした時も同行、孫文が
1925
年
3月ロ目、北京で
亡くなった時にはその最期をみとった。山田兄弟が残した膨大な
関連資料は東
亜同文書院大学で学んだ純三
郎の四男
・
順造
氏が
199
1年
秋にす
べて愛知大学
に寄贈、それをもとに愛知大学東亜同文書院大
学記念センタ
ーが設置され、重要な書簡
600
点はマ
イク
ロ化されて愛知
大学
図書館に所蔵さ
れている。愛知大学東亜同文書院大学記念センター（三好章センタ
ー
長）は
2006
年度
より
5年間、文部制
学省が挺進する高度化研究推進事案（オープン
・リサーチ
・
センター事案）に選定され、山田兄弟の出身地、弘前での展示会
・講演会開催を
きっか切にブ
ックレ
ットが刊行され
、同
センター研究員
・武
井義和（
1972
年
生まれ、愛知大学大学院中国研究制博士後期雫雇了、博士目中国研究）による増補改訂版発行の運びとなった。干
44
1
1852
2
豊橋市町畑町
1
ノ
l
、愛知大学東亜
同文
書院大学記念セ
ンター
H電話
053
2
（位）
4139
H
編集。
周 13 E霊園
本 Z 雪ぜ長弓皇室三延長愛 長山 茎
言弓老宍芝妻言霊 B Z 芸契 菱 官戸
菱 重量事喜三装丁重 重医 長 第元セ な宣る芸 5! 吋 阻 同菌、 回 の 孫子 ~i許諾季最長 認否
葬言 l号車品 A 交霊会号塑重対京第釜
。 2 芝草翁品雪察案示 費号証柔否需
-; 官 ；型 9; 奈雪足奇警 店 主主書活
5 害£；.ジC 者雪 百 委？， I 三霊童罪
~ ~ゐ童 8 。 手自主語苧要三警警
山田兄弟のブックレッ卜
文書院の教授兼幹事にな月凶日から
6固にわたっし左東亜同文会は、山
田
．，
j？i
・
り、窓州起義に加わってて朝刊に掲鼓された「弘家向かいに生家のある陸
大が改訂版発行
君主
J
一男の純三前と辛亥革命
5孫文章文淘南が監事を務めるな
｛：
ι
郎は兄の遺志を継ぐょっえた山田兄弟
」を基に、ど、本県と非常に関係が
解説文
より
分
かりゃすく
に孫文の秘書役となっ解説文を改訂
。兄弟の生深い
。終戦時、同大挙
t
愛知大学（佐藤元彦学弟
」の増補改訂版
H写真て、孫文死去まで革命運涯、業績、中国の革命派実話的に引き継いで開校
日
長）の東軍同文書院大学
Hを発行した
。
動を支えた
。
が岳「もなお
兄弟に寄せるしたのが愛知大学であ
8
記念センタ
ーがブックレ津軽塗の再興者
・山田ブックレットは初版に尊敬などが、レぢ分かりる
。
れ
ッ
ト
「孫文を支えた日本浩蔵の長男とし
て弘前市続いて聞大堂非常勤講師やすくなった
。
増補改訂版は
8
00
同
岳民
人山田良政
・純三郎兄在府町に生
まれた
良政＠武井義和氏が執筆、編また、
1
913
（大正
（税別
）
。問い合わせは
年
は、大陸に渡って重恩周集した
。
2）年
2月幻日の全生庵（株）あるむ
（電話
05
4
辛亥革命（墓黒人合
中）における
2
・332
・0861
）
引
勃発から
1
山田良
政碑建碑式など、へ
。
（松田修
一）
2
00
年目
に同年の孫文訪
日の様子を
当たる日中心に、兄弟と孫文の関年、本紙の係を物語る写真が叩点ほ求めに応じど加わえ れた
。
て武井氏が東亜同文書院
（のち東
寄稿し、ロ亜間文書院大学
）を開設
東奥田報 '+' Eヨ 秦斤
2014年（平国26lae) 8月7日〈木曜日
、
‘
十Z??た副‘九郎受止E
刻岨榊
孫削酎
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同,t・院臨轟慢設、
...;:::.imおお玖酬明
匂竺デl盟H向山田町
おな却：：~－－－一一世·－苦言宮署長枕士？こコ：：
議濃密襲五議s苦
J 圃画開時間H・世間
説話討議諮） 東日新聞日間凹愛知大学東
E同文
書院大学記念センター
／紀要同文書院記念報???
6月 1 日（日）
2013
年度
版
愛知大学東亜同文書院大学記念センタ
ー
「同文書院記念
報
V
OL
－n」は
、
2013
年
7
月
8
目、愛知大学名古屋校舎、豊橋校舎（テ
⑦ 
レピ中継）で開かれた国際シンポジウム「孫文と東アジアの平和
」、ロ月比
・
回目、同名古屋校舎で聞かれた同 近代田中関係史の中の東E同文書院
」、叩
月
5
、
6目、長崎県
美術館で聞かれた長崎展示会
・講演会
「東
E同文書院大学
から愛知大学へ」を収録している。「近代日中関係史の中の東
E同文書
院大学
」では「東
E
同文書院
・大旅行調
査から見る近代アジア
」、「
東亜同文会
．東亜同文書院と日中関係史の再検討」を、「大旅行調査からみる近代中国像グル
ープ」として加
納寛（愛知大学国際コミュニ
ケーショ
ン学部教授）、藤田佳久（東亜同文書院大学記念センタ
ー－
フエロ
11）、松岡正
子（愛知大学現代中国学部教授）、増田喜代三（同大学院中国研究制大学院生）、高木秀和（文学研究税同）、暁敏（同東亜同文書院大学記念センター研究員）、ウリジトクトフ（内蒙古大学蒙古学学院歴史学系准教授）の総合討
論の模様を報告している。「近代日中関係の
再検討グループ」は馬場毅（愛知大学東亜同文書院大学記念センター長）、武井義和（同研究員）
、栗田
尚弥（園撃院大皐講師）、堀田幸裕（
一般
財団法人霞山会文化事業部研究員）、李長新（中国社会斜学院近代史研究所研究員）、許雪姫（台湾．中
央研究院台湾史
同）の報告が続く。「東亜同文書院大
学から愛知大学へ」では書院の必期生、愛知大 第
1期卒の
小崎昌業氏が
、外交
官として世界各地に赴任した戦後史が語られる。論文では
、「
辛亥
革命と東亜同文会」馬場毅、
「1920
年の華北大皐害（かんがい）をめぐって」藤田佳久、「大村欣一東車同文書院教授について
」武井
義和
、「
清末民初期
における日本からの水産輸入品とその変化」高木秀和を収録、岡井撞子（中国語教育学会名誉会員）は深別
・庚子
首義彫塑公園にある山田
良政
、宮崎浩
天、平
山周の像を訪
ねている。
一T4
41
1
85
22
豊橋市町畑
町
1
ノ
1、愛知大学
東亜同文書院大学記念センター
H電
話
0532
（幻）
4
139
H編集
・発
行
。
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庫嗣
6 月 5 日（木曜日）
三事斤安口芳を* 
2 0 1 4 年（平成 2 6 年）l'I~ヨ
没後40年で再評価を
愛大で「中原中也の会」主催
7 日に丸山薫の研究集会
豊橋市ゆかりの詩一後胡年込合わせ、愛人・丸山薫（
189
一知大学
会号館
1階で
91974
）の没一
7日、研究集会が開
愛知大学記念館で開かれる丸山薫の
資料展＝豊橋市町畑町で
かれる。丸山らが創刊した詩誌「四季」に参加した詩人・中原中也（
1907
ー
釘）の研究会
「中原
中也の会」（事務局．山口県山口市、佐々木幹郎会長）が主催する。丸山薫は父の死後、
1911
（明治
判）年に豊橋に移り住んだ。その後、第三高等学校（現・京都大）、東京帝国大（同・墓星大）卒業後、品（昭和泊）年に豊橋に戻った。
川叫
年には堀辰雄、
一ニ好一中也全集編者の宇佐
達治と「四季」を創一美斉、加藤邦彦の両刊。印 から亡くな一氏と、新編丸山薫全るまで愛知大学客員一集編者の安智史・愛教授を努めた
。東
一三知大学短期大学部教
河や県内、静岡県の一授が意見交換する
。
中学、高校校歌の作一安教授は「丸山薫詞もした
。
一が持った人望の厚さ
研究集会は丸山薫一を振り返るとともを再評価しようと企一に
主知的な持情詩
画。午後
1時に開会一の詩集に携わった
2
し、詩人で同会理事一人の共通点を追求しの北川透氏が「海に一たい」と話している。人魚はいないか」と一同大学記念館で
7
題し、丸山と中原の一日まで
「丸山薫と豊
幼年期について講一橋 題した展示会積
。同
3時加分から一も開催。
写真や大学
同会理事で新編中原一 の関わりについて
の資料を展示している
。
（安藤聡）
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(6) E・・E車2014 年（平成26 年） 7 月 16 日 （水曜日）聞闘闘闘閥闘闘刷スタイリス
ト
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契暫定
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（一配
色と浸透吻闘を・売価＠揚が亡く芯ったと
g
筋示録町清水盆包店める
ことが重宍「ま
「自分←むほさみき婦つ」可
8
巴舎年
4月巴入社だつかめ広い」と悔し大好きだっ
F辱織の直
しヌ
タイ
υ
スト予シさを
巴じま付る
・
島
に醤つ弓
ヌタツトとしてカラ向鰻ほ岡
市ZX伯町で
『：ジスタントとして
リングの鑓術を
趨く．盟首長店を営んであり働いて
3カ月「自分の
おおよそ
253
年は
τ
「幼い頃から理
MRg
の配意
工夫
が笠きるのが
繍み
mwM
在庁「
一日で逼に入あちのだと思っこの
仕串の島力
」とや
e皐くスタイリヌトデて
いた」
．しかし
高段
υがいを感じてい
5
．
ピュを」と頑張って翠雛後漫然とした思
「スタイリスト仁広つ
いる
・いで入った専
門学的慌てち売れだけに湯定ぜ
力二フ
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．
め、同師団の廃
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8（平成問｝年
入った賀補陣趨車検場学仁
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文化財
校、豊橋陸
軍予備
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学校の濯
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残愛知大…
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師、そ
の
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兵第
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各種イベント ・講座のご案内
生涯学習情報紙
発行 豊橋市教育委員会 I ！言語翠，；：：~説法制骨）
生涯学雷課 l 売行年月一等器棚
glad! 
品ーー... 
東亙同文書院大
学記念センタ
47-4139 
.，圃・・・•＂
築1 1 6年の近代西洋風建築物（旧陸軍
軍十五師団司令部｝と、大学史資料を自
由にご覧頂けます。
・展示会・展覧会
E届盃這伝革主主出
愛知大学記意館常訟展
r東亜同文書院大学
と愛知大学」
霊知大学
豊橋キャンパス
・歴史
・圃霊軍
国際シンポジウムr東亜同文書院の
中国研究システム』
東軍同文面院（前身桂）における20世
紀前半の中聞東亜同文書院大浮の研究
について、現代的意時力向か、を考えま
す。
8月 1 日（金）②
神野教育財団
9団体に決定通知書授与
東三河の学校教育や社会教育
、文化の各活動を行う個人や
団体に助成支援を行う神野教育財団は
7月出目、豊橋市駅前
大通
1のホテルア
lクリッシユ豊橋で、本年度の教育
・文化
活動助成の決定通知書授与式を行った。本年度は四
件の応募
があり
、審査の結果、
9団体に対し総額
1
47
方
9500
円
の助成を決めた
。
東 日新 聞 製重量説話）
団体関係者
一人
ひとりに決定通知書を手渡した神野信郎理事長は「東三河に住む約
百万人
みんなが何らかのボランティア活動をする世の中になるよう、それぞれの団体がボラン
テ
ィ
ア活動のげん引をしてほしい」と激励の言葉を贈った。通知書を受け取っ
た助成団体の代表は、それぞれ活動内容を発表した。このうち
、設楽町津具
小
学校は、日頃聞く機会が無い本格的な生の音楽演奏を 子どもたちゃ保護
者に楽
しんでもらうため、演奏
者を
招いた吹奏
楽
コンサートを計
画。村松清和校長は「ブラスバンドの子ども
たち
との共演も
して、活動の励みになるようにしたい」と、意気込みを話した。そのほかの助成団体は次の通り（団体名に続くカッコ内は主な活動テーマ）。日本港湾
経済学会第四
ω
回全国大会（一＝一向港）実行委員会（
9月の大会の
講演やシ
ンポ
ジウム開
催）マ三河芭蕉会（郷土
における芭蕉の足跡をたどって俳句の普及活動を実施）マ子どもを守る白＠東海（乳幼児揺さぶられ症候群予防講座の実施）マ豊川流域研究会（終戦前日に起きた「米軍機による渥美線電車銃撃
事
件」の辛窺解明と発表）マ豊橋青
少年オ
ーケス
トラ
キャンプ実行委員会（中高生の海外派遣事業）マ特定非営利活動法人てのひら就労継続支援施設「陵」（固が見えない陶芸
家の発掘活劃）マ愛知大学東亜同文書院大学記念センター告愛知大学公館l築後
100
年の洋風建
築』の出版）マだいすき課「豊橋に日本一の図書館をつくろう雲
間会
」（豊
橋に日本一の図替館をつくろうプロジェクト）
（斉藤理）
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2014年（平成26年l 10月22日 （水曜日）
展示会1 川 ｷ, ，.・ ；二 t 一子三：圏諸ilii
「東亜同文書院大学か§愛知大学ヘ」《予約不要・入場無料》
広島展示会【10/21 （＿火｝～26（日｝］・広島講演会［10/26（自｝］
・場所／広島県立美術館地下十 ．講演「東亜同文書院の中国研究 !Ii . ーエ ｷｷ"ｷ-ｷ 
階県民ギャラリー第2展示室 一線岸倍を例に」
・住所／広島市中区上機町2-22 三好章［愛知大学東亜同文書院大
・時間／午前9時～午後 5 時 学記念センター長］
く〉講演会 10 月 26 自（自)13: 00~ 14: 15~ 15: 00 
ご挨拶佐藤元彦（愛知大学学長） ．講：買「東亜同文書院関係の史資
・講演「大衆の中で大衆に学ぶー 料収集とコレクション紹介」
母校・東亜同文書院を回顧する」 有森茂生［愛知大学法経学部卒］
宮田一郎［東亜同文書院大学41 期 藤田佳久［愛知大学名営教授］
二 元 NHK テレビ中国語講座講師］ .15: 00~ 15: 45 
13: 15~ 14: 00 ※募集［知を愛する奨学金（給付）］
主催・聞い舌わせ：愛知大学東E同文書院大学記念センター ‘ぺ
,ff 9532-47・4139 FAX 0532-47-4196 
〒:441 ・：~522 愛知県豊橋市町畑町1ーで，，. Toa@ml.aichi-u.ac.j'p 
日本経沸新聞
2014年 （平成26年） 10月17日 （金曜日）
｛白 . . •' ..• ··.·~ 
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・東E同文書院大学の広島展示会・講
演会 26日まで、広島市の広島県立
美術館で。東亜同文書院は1901年、
国際社会に貢献する人材養成を目的
に中国・上海で創立され、愛知大学
の前身ともいえる教育機関。孫文に
関する資料や、愛知大に至るまでに
蓄積した資料を展示。 26日は講演会
も。午前 9 時～午後 5時。無料。愛
知大東亜同文書院大学記念センター
（⑧0532 ・ 47 ・ 4139) 。
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居罰 一（目前
向畑。
旬。東亜同文書院の中伺国研究
ーその現代的意
バ昧日目前叩
1後
5
・
昨初、豊橋市町畑町の愛吋知大豊橋校舎記念会館恥小講堂。一二好章・愛知同大東亜同文書院大学記初念センター長らが講演
する。テーマは、同文
圃書院が別世紀前半の中盟国をどう捉えていたーか、日中、欧米の視点幻から考える。予約不
要、入場無料。⑮記念
乗斤E三コに仁コ
センターリ
0532
（幻）
4139
④ 
【愛知大門圭果亜同文書院大学記念センター主催国際シンポジウム「書院生、アジアを行く！一東亜同文書院・大旅行調査研究の新たな地平をめざして」｝初日（日）午後1時
i午後
6時
ω
分までマ愛知大学車道校舎（名古屋市区東区筒井
2lml
但）
K1001
教室マ聴
講無糾マ申し込み不要マ問い合わせ（同センター）
H053
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東日新闘員；毎B\f：；詩） 11月 28日（金）
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2014 年（平成26年）1 1 月 23 日（日曜日〉
是罰 （ .：？剖 ）
公 医盟圃圃 6 
'* Eヨ 棄斤
2014 年（平成26犀J l 1 月 25 日（火曜日〕 28 
A翻本業⑨f耕自，想空守！？センター
シンポジウム「書院生、アジア
を行く！：東亜同文書院・大旅行
調査研究の新たな地平をめざし
て」 30日後 1 、名古屋市東区筒
井 2、愛知大車道校舎K 1001教
室。 1901年、中国・上海に創立さ
れた東亜同文書院の書院生の卒業
前のイベント「大旅行調査」を、
20世紀前半の近代中国を知る資料
としてさまざまな方向から検討す
る。基調講演「『東亜同文書院大
旅行誌』から見た満州の日本人」
（荒武達朗徳島大准教授）のほ
か、 「「大旅行誌』 の思い出に記
された香港」 （塩山正純愛知大教
授） 「大旅行調査と台湾：その位
置づけをめぐって」 （岩田晋典同
大准教授）などの研究報告、総合
討論。予約不要、入場無料。問い合わせは愛知大東亜同文書院大学
記念センター＝電0532 ・ 47 ・ 4139=
A.。
